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文部科学省認可通信教育 

「Beyondコロナ」 

        客員教授 川野卓二 

 徳島大学で定年を迎え，その後，山本真由美先生

の後任として放送大学徳島学習センターの客員教員

として働き始めてから５年目を迎えています。思い

返せば４年前にこの「よしの川」の巻頭言として

「Afterコロナ」「Withコロナ」と題して書かせて

いただいてから，教育機関での学び方にも新型コロ

ナウイルスの影響による大きな変化がありました。 

 昨 年 ５ 月 に 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

（COVID－19）が、感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律（平成 10 年法律第 114 

号）４４条の２ 第３項の規定に基づいて、厚生労

働大臣から、５月７日をもって同法の新型インフル

エンザ等感染症とは認められなくなる旨が公表さ

れ、それに伴い、同月８日に同法の５類感染症に位

置付けられ，私たちの生活は日常を取り戻しつつあ

ると考えられています。まさに「Beyondコロナ」の

時代が始まったと言えます。 

 これまでわが国では約3,400万人が新型コロナウ

イルスに感染したと言われ、10万人を超える人々が

コロナウイルスに感染したことが原因で死亡したと

報告されています。この数は今も増え続けていま

す。新型コロナの感染拡大は、人と人との接触が制

限され、多くの人が今までと違った生活を余儀なく

されたことで、マイナスの影響が大きかったと感じ

ている人が多かったようですが、ただ、そうした中

にあっても、若年層や中年層の人たちを中心に、家

族と過ごせる時間が増えたことや、在宅勤務など柔

軟な働き方ができるようになったこと。さらに今ま

でと違う楽しみを見つけられたことなど、コロナ禍

を前向きにとらえる人たちがいることも調査結果が

示しています。 

 また、社会の分断が指摘されたコロナ禍ではあっ

たが、人と実際に会うことの大切さがあらためてわ

かったなど、多くの人が人と人のつながりを大切だ

と思い、同じ価値観を共有した点も、コロナ禍がも

たらしたものと考えることができそうです。 

 コロナ前、多くの人々は、私たち人間が必ず死ぬ

存在であるということを忘れて（または、意識せず

に）、生活してきていたのではないでしょうか。し

かし、「Withコロナ」の時代になって、新型コロナ

ウイルス感染の恐怖を抱えたままで、三密を避けつ

つ、物事の本質と価値を間い続けながら生きるよう

になったと考えられます。皆さんは、自らの人生を

どう生きるか？なぜ生きるのか？なぜ学ぶのか？何

のために学ぶのか？などの間に対する自分なりの答

えを見いだすことができたでしょうか。それまであ

まり意識してこなかったことを意識せざるを得ない

状況がもたらされたのが「Withコロナ」の時代だっ

たといえます。 

 「Beyondコロナ」の時代は、私たちが「Withコロ

ナ」の時代に獲得した「意識的に生きる」という選

択肢を、「生かされて生きる存在」としても自覚し

つつ、「意識的主体的に生きる存在」として、生活

のすべての局面にあって単なる自己利益のためでな

く、私たちが日常生活で接する多くの人々の益にな

れるように選択し続けることが求められているよう

に思います。そのためには深い自己理解に根差し

て、自己改革、再生をし続ける方向に対する確信が

自己存在の根底になければならないと考えます。 

 私の関心領域の一つにポジティブ心理学がありま

す。幸福の探求こそが人生の目的であり、それに繋

がる要因の一つとしてスピリチュアリティ（霊性、

精神性と訳される）が挙げられています。日本で

は、宗教２世の問題がマスコミで取り上げられ、宗

教に対してネガティブな捉え方が根強いですが、宗

教が持つスピリチュアルな側面をポジティブな方向

に捉えて自らの霊性の進化再生に意識的に繋げるこ

とが「Beyondコロナ」時代の生き方として考えられ

ます。 
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【【重重 要要】】2024年度第１学期単位認定試験はWeb受験方式（※一部科目については郵送受験方式）にて実

施いたします。実施方法や試験日程は、以下のとおりです。ご注意ください。 

※「正多面体と素数(’21)」「日本美術史の近代とその外部(’18)」「量子化学(’19)」「行政学講説（‘２４）」 

実 施 方 法 

●Web受験方式● 

・自宅等から、インターネットを通じてWeb単位認定試験システムにアクセスし、問題閲覧・解答提出を行い

ます。 

・1科目５０分の制限があります。（一時停止不可、１回のみ受験可能） 

○「択一式」はクリック、「記述式」は文字入力により解答します。（郵送受験科目除く） 

科目ごとに「択一式」「記述式」「併用式（択一式と記述式）」のいずれかの形式で出題されます。 

各科目の出題形式は「授業科目案内」に掲載しています。 

●郵送受験方式● ※「正多面体と素数(’21)」「日本美術史の近代とその外部(’18)」「量子化学(’19)」「行政学講説（‘２４）」のみ 

・7月上旬ごろ大学本部から送られる問題用紙・解答用紙・提出用封筒を用いて、郵送で解答を提出します。 

・試験時間の制限は行いません。 ・出題形式は『記述式』または『併用式』です。 

第 １ 学 期 実 施 ス ケ ジ ュ ー ル 

受験の際にスムーズに操作できるよう、受験に使用する予定の端末から単位認定試験期間前までに必ず

体験版の操作を行ってください。 

・システムWAKABAにログインし、「学内リンク」から「Web単位認定試験」をクリックし、練習したい出題

形式のものを選択し受験を開始してください。体験版は何度でも解答提出ができます。 

試験結果は、８月下旬送付の「成績通知書」にてお知らせします。（｢成績通知書｣には通信指導不合格および未

提出の科目は記載されません。）なお、この通知書は証明書ではありませんので、証明書が必要な場合は、所

定の手続きを行い、｢成績・単位修得証明書｣の交付を受けてください。 

成 績 通 知 

Web単 位 認 定 試 験 体 験 版 に つ い て 

2024年度第１学期単位認定試験について 

 ☆自宅での受験が困難な方は、申請により学習センター等で受験できます。あらかじめ決められた日に受  

 験します。 

   対象は、ご自宅等にインターネット環境がない、またはパソコンの操作が困難等のご事情がある方です。 

通信指導結果返送 6月末～7月上旬予定 

受験票発送日 6月30日（日）頃予定 

単位認定 

試験期間 

Web受験科目 

記述式・併用式： 7月14日（日）9:00～7月18日（木）24:00 

 

択一式：      7月14日（日）9:00～7月22日（月）17:00 

郵送受験科目 7月14日（日）～7月１８日（木）《必着》 

成績発表日 8月１５日（木）頃予定 

自宅での受験は期間中24時間いつでも試験を受けられます。 
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次学期準備について 

次学期も学籍が続く方 科目登録申請    学生生活の栞 学部p.57～、大学院p.56～ 

今学期末で学籍が切れる方  再入学・継続入学   学生生活の栞 学部p.91～、大学院p.91～～ 

今年度より継続入学の出願書類は送られてきません。学習センターか本部に資料請求して書類を取り寄せて
申請するか、インターネット出願（Web）の場合は、システムWAKABAから“継続入学申請”を選択して手続き
してください。 

本部より７月中旬に「科目登録申請要項」が送付されます。記載事項をご確認の上、次学期に履修する科目を本部へ
申請してください。 

科目登録申請期間：８/１５（木）～８/３0（金）≪私書箱必着≫ 

※Web申請 ８/１５（木）９：００～８/３１（土）２４：００ 

■ 試験結果を確認してから科目登録が可能です。 

（成績通知は本部より８月下旬送付予定。システムWAKABAで

も成績を確認することができます。） 

■ 次学期の面接授業の申請も同時に行えます。 

■ ２０２4年度第１学期に登録した科目の単位を修得できなかっ

た場合（通信指導未提出・単位認定試験不合格）、学籍が継続し

ていれば次学期に限り自動的に再登録（無料）されます。 

■ 「科目登録申請要項」が登録開始の８日前になっても未着の

場合は、大学本部（043-276-5111（総合受付））へご連絡くだ

さい。 

■ 教養学部全科履修生の方で、４学期間続けて科目登録（授業

料納入）を行わない場合は除籍となります！ 

連続３学期間、科目登録をしていない方（休学中の方で２０２4年

度第２学期に復学される方も含む）は、必ず２０２4年度第２学期

の科目登録を行わないと、2025年第1学期には学籍を失いま

す。 

22002244年年度度第第22学学期期  徳徳島島学学習習セセンンタターー開開設設  面面接接授授業業科科目目  

注意：塗りつぶし欄の科目は追加登録ができません。 

 

【次学期に学籍のある方】  

放送授業・オンライン授業の「次学期の科目登録申請」

と同時に行ってください。  

次学期の面接授業（ライブWeb授業も含む）の当初登録申請について 

「2024年度第2学期面接授業時間割表」でシラバスを必ず確認してください。 

【今学期で学籍が終了し、継続入学をお考えの方】  

８月１５日（木）９：００～８月３１日（土）２４：００に、システム 

WAKABA（インターネット）で継続入学の出願を行い、同時

に面接授業科目登録を行ってください。ただし、面接授業

のみの登録はできません。放送授業またはオンライン授業

を１科目以上登録してください。  

動詞からみた英語の基本文型 石田 和枝 10/12・13 心理学統計の基礎ー推測統計編 川野 卓二 11/16・17 

エントロピーと熱力学 岸根 順一郎 10/12・13 心理学実験１ 甲田 宗良 11/30・12/1 

国際法上の武力行使 柳原 正治 10/19・20 コンピュータ回路入門 四柳 浩之 12/7・8 

音楽が結ぶ百年の国際交流 
井戸 慶治 

南川 慶二 
10/19・20 比較文化研究へのいざない 依岡 隆児 12/7・8 

映像翻訳に挑戦 川端 新 10/26・27 微化石で探る付加・変動帯の地質 石田 啓祐 12/14・15 

地震と津波のダイナミクス 馬場 俊孝 11/9・10 いのちと暮らしを守る災害看護 山下 留理子 12/14・15 

歴史からベトナム社会の課題理解 
Tran Hoang 

Nam 
11/9・10 心理学実験２ 高原 光恵 12/21・22 

たのしい授業の思想と方法 小野 健司 11/16・17    
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客員教員学習相談＆ゼミ  のご案内 

 

学

習

相

談 

 

・学習上の相談（効果的な学習方法・レポートのまとめ方

などについて、所長および客員教員が直接相談に応じま

す。（30分程度） 

・学習相談の日程は教員の都合により変更となる場合があ

ります。相談希望の方は窓口、メール、電話などで事務室

までお問い合わせください。 

なお、上記の相談可能日時の中で、ゼミ開催時間以外で予

約してください。 

ゼ

ミ

受

講 

受講は無料です。 

・事務室受付カウンターにある受講申込用紙に

で申し込むか、電話・メールにてお申し込みく

ださい。 

・急な日程変更や中止になることがありますの

で、センターHP・センタースケジュールをご確

認ください。 

教員名 研究分野 相談日時 ゼミ 

橋爪 正樹  

徳島学習センター所長 

徳島大学名誉教授  

電子回路工学  随  時 「新社会におけるエレクトロニクス」 

  第１金曜日 14：00～15：30 

創られようとしているソサイエティ5.0という社会におけるエレクトロニ

クスについて学びます。 （PCを使用します） 

川野 卓二  

徳島大学名誉教授  

行動統計学  第1・3・4 

金 曜 日 

11：00～

14：00 

「行動統計学」      

  第3金曜日 11：00～12：30  

データの分析・理解に役立つエクセルを活用した統計法を学びます。

（PCを使用します） 

平井 松午 

徳島大学名誉教授 

歴史地理学 火 曜 日 

13:00～ 

16:00 

 「古地図読解」 

  第３火曜日 １４：００～１５：３０ 
近年、各地の図書館や博物館などに所蔵されてきた様々な古地図や絵図
がデジタルアーカイブ化されてインターネット上で公開されています。
ゼミでは、そうした古地図・絵図情報を取り上げて、皆さんと一緒に分
析していきたいと考えています。 

奥嶋 政嗣  

徳島大学大学院教授  

土木計画学 

交通工学  

第１・３ 

木 曜 日 

10：00～

12：30 

「地方都市の社会基盤デザイン 」 

  第１木曜日 10：30～12：00  

社会基盤デザインの考え方とともに、社会基盤整備、リスクマネジメント、まち

づくり、モビリティ社会について学び、これからの地方都市における方向性を

考えます。  

今井 芳枝 

徳島大学大学院教授  

看護学 水 曜 日 

13:00～

16:00 

「がん看護学」 

  第4水曜日 14:00～15:30 

がんの性質や治療、意思決定などを紹介するとともに、がん看護学につ

いて学びます。  

山内 暁彦  

徳島大学大学院 

准教授 

英米文学  水 曜 日 

10：00～

11：30 

「古今東西の風刺文学」 

  第２水曜日 10：00～11：30 

古今東西の文学作品における風刺やユーモアについて学びます 

川西 智也  

鳴門教育大学大学院 

准教授  

臨床心理学  第２・４ 

金 曜 日 

10：00～

13：00 

「コミュニティのなかでの心理支援  」          

  第４金曜日 10：30～12：00 

学校、児童養護施設、高齢者施設、自助グループなど、様々なコミュニ

ティのなかでの心理支援について学びます。 
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徳島県立総合大学校「まなびーあ徳島」ついて  

本学の授業は「まなびーあ徳島」との連携講座となっており
ます。単位を修得された学生で該当する方は、「学びの手
帳」ならびに「まなびーあすだちくん」の単位認定シールを
お渡ししています。 

放送授業は１科目（２単位）１５枚、面接授業とオンライン
授業は１科目（１単位）８枚です。 
必要な方は学生証と成績通知表を持参して事務室窓口までお
越しください。 

事務室だより 

2023（令４）年度第１学期・第２学期の単位認定試験

問題（全科目）と解答（一部）または解答のポイント

等は、下記の期限まで公表します。システムWAKABA

「学内リンク」に掲載し、学習センター視聴学習・図

書室でも閲覧できます。また、本部学生課では郵送

サービスも実施します。詳しくは「学生生活の栞」

（教養学部 p.76、大学院 p.76）をご覧ください。 

単位認定試験問題（全科目）・解答または解答のポイント等 

2023年度第１学期  公表期限：2024年8月19日迄 

2023年度第２学期  公表期限：2025年2月16日迄 

2024年度第１学期 問題 公表期間：2024年8月上旬～1年間（予定） 

         解答 公表期間：2024年8月下旬～1年間（予定） 

単単位位認認定定試試験験問問題題・・解解答答等等のの公公表表ににつついいてて  

■閲覧するときは・・・ 

学生証を図書室の受付カウン

ターに提出後、閲覧したいファ

イルを提示してください。 

※試験問題（紙媒体）は室内で

の閲覧のみとし、コピーはでき

ません。ただし、試験問題の

データを持参したUSBメモリ等に

複製すること、印刷問題をデジ

タルカメラ等で撮影することは

可能です。 

 

卒業研究に 

チャレンジしませんか？ 
 

 2025年度に卒業研究の履修を

検討されている全科履修生の皆さ

んに「卒業研究履修の手引」を窓口

にて配布しています。 

 研究テーマの選定や指導教官の依頼などが必要

になりますので、予定している方は事前にお申し

出ください。 

★卒研申請期間  

 令和6年8月8日（木） 

     ～8月15日（木）  ≪本部必着≫ 

 

２０２5年度 大学院 

 修士全科生・博士後期課程 

           募集要項配布中 

学位「修士・博士（学術）」の取得をめざす学生（修士全

科生・博士後期課程）を募集しています。2025年４月

入学生の募集です。 

どちらも出願の際に「研究計画」を提出し、2回の選考

試験により入学者が決まります。 

対面でのガイダンスは行いません。希望の方はWeb

ページの入学案内のコーナーに資料を必ず確認の上申

請してください。 

※過去３年分の入学試験（筆記試験）問題については、各学習

センターおよび放送大学ホームページにて公開中。 

★願書受付期間 ※博士後期課程は郵送のみです！ 

 令和6年8月1５日（木）～8月2６日（月） 

            郵送は本部必着日、Webは24時締切                   
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2学期からの変更点のお知らせ 

令和6年度 学生研修旅行について 

①通信指導が原則Web提出となります。 

２学期から通信指導は原則Webによる提出となります。郵送提出科目以外の科目については、問

題冊子の郵送がありません。通信指導問題は10月上旬に、システムWAKABAにアップされます。 

* 「募集要項」・「履修登録申請書」に同封の「【重要】２０２４年度第２学期から通信指導は原則Web

提出となります！」の説明書をお読みください。 

 尚、単位認定試験を学習センターで受験する方には問題冊子をお送りします。 

【郵送による提出科目 】 次の科目は郵送でしか提出できません。 

「市民自治の知識と実践（‘２１）」「日本美術の近代史の近代とその外部（’１８）」「日本政治思想史

（‘２１）」「空間と政治（‘２２）」「文学批評への招待（’１８）」「現実と向き合う政治理論（‘２２）」 

②面接授業の追加登録抽選が事前申請できるようになります。事前申請

はWebでもできるようになります。 

これまでは空席発表から履修登録開始日までの受付はしておりませんでしたが、2学期からは登録開始前に

事前申請として受付するようになりました。事前申請はＷｅｂでもできるようになります。詳しくは 「２０２４

年度第２学期面接授業時間割表」のｐ.８－１１をよくお読みの上ご利用ください。 

   ◆受付期間       空席発表から10月16日（木）13時まで 

   ◆受付方法       窓口・郵送 及び Ｗｅｂ（Googleフォーム） 

   ◆授業料納入期日  10月24日（木） 

事前受付は授業料同封の必要はありませんが、当選した科目は期日までに授業料納付がなければ申請は取

り消しとなります。  

 今年度の学生研修旅行につきましては中止といたします。ご了承ください。 

 
 ご家族、ご友人、お知り合いの方々に是非ご紹介を！ 

 あなたの『学び』を応援します。  

  学ぶ意欲が入学資格︕ 

  募集要項をご希望の際はこちらまでご連絡ください。 

◎願書受付期間 

 第１回受付  令和６年６月10日（月）〜 令和６年８月31日（土）〔必着〕 

 第２回受付  令和６年９月 １日（日）〜 令和６年９月1０日（火）〔必着〕              

※第２回の願書受付期間にお申し込みいただいた場合、授業開始時期（令和6年１０月１日）までに教材
がお届けできない可能性がございます。第１回の受付期間のお申し込みをおすすめします。 

− 6 −
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図書室だより 

視聴学習・図書室の利用時間 

火曜～金曜  １０：００～１８：００ 

土曜・日曜   ９：３０～１７：３０ 

＊閉室日   〇月曜・祝日 

 〇単位認定試験期間中（7月１4日～２2日） 

 〇夏季休業期間   （8月11日～15日）    

◎入室の際にカウンターへ学学

生生証証をお預けください。 

◎貴重品以外、学習に必要のな

い手荷物はコインロッカー

（100円・使用後返金）へお

預けください。 

視聴学習・図書室ご利用の際のご注意 

◆「放送大学セキュリティガイ
ドライン」には一般的な事項
として、「交付された初期パ
スワードはすぐに変更しまし
たか？」と記載があります
が、センターのＷＷｉｉ－－ＦＦｉｉ接接
続続にに係係るるパパススワワーードドはは変変更更でで
ききまませせんん。ご留意ください。 

◆県外の学習センターでも、同
じＩＤ・パスワードを使用し
てインターネット接続できま
す。（一部の学習センターを
除く。） 

◆資料整理や機材の調整などで臨時閉室するこ

ともあります。その際は学習センターHPにてお

知らせいたします。 

◆毎月20日前後に、翌月の「図書室だより」を発

行しております。ご利用ください。 

センター内でのWi-Fi（Wi-Fi  houdai)が利用できます。 

学習センター内で個人のパソコン・スマートフォン・タブレットを使用するにはWi-Fi 
houdaiに接続して利用できます。 

次の手続きが必要ですので事前にご準備ください。（ID、パスワードの即日発行はできま
せん。）BYODで面接授業にご自分のPCを持ち込んで受講される方は、余裕をもって申
請してください。 

・学習センター図書室内の図書・ＤＶＤ・ＣＤは、室内
でのみ閲覧・視聴することができます。貸出はできませ
ん。図書の貸出は附属図書館へ、放送授業ＤＶＤ／ＣＤ
の貸出は本部へ申請して行いますので、カウンターへ
ご相談ください。 

・なお、センターにあるDVD/CDは2018年以前に新規開設
された科目だけです。学習の際には室内の専用端末か
らインターネット配信で視聴してください。 

・室内では飲食、通話、録音・撮影・資料複製は固く
お断りいたします。 

・携帯電話・スマートフォン・電子辞書などの電子機
器は音の出ない設定にしてください。通話はラウンジ
にてお願いします。 

・図書資料の複写をご希望の場合は「文献複写

申込書」にご記入のうえ、複写したい図書資

料とともにカウンターへご提出ください。

（複写にあたっては一部制限があります） 

・視聴の手続きは閉室時刻の４５分前までにお

申し込みください。 

【利用方法】 

1）情報セキュリティ研修（システムWAKABA→放送大学自己学習サイト→

情報セキュリティ研修）を受講してください。研修の中の小テストに合

格すると「修了証」が発行されます。 

2)上記「修了証」をプリントしたものと、必要事項を記入した「無線Ｌ

ＡＮ利用申請書」（図書室カウンターにて受領）を、図書室カウンター

へ提出してください。後日「無線ＬＡＮ利用許可書」が発行されます。

※「修了証」の提示がない場合は、申請を受理できません。 

３)ご自分のＰＣ等の設定画面で「無線ＬＡＮ利用許可書」に記載されて

いるＳＳＩＤに接続し、記載されているＩＤ・パスワードを入力してイ

ンターネットに接続します。（接続は各自で行ってください。） 
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在学生の概要（2024年1学期） 

①在学生数 ②性別 割合 

③年代別 

④職業別 

⑥都道府県別 

★教養学部★ ★大学院修士★ 

  学生の種別 在学生数 

教

養

学

部 

全 科 履 修 生 ３３１ 

428 
選 科 履 修 生  69 

科 目 履 修 生  23 

特別聴講学生   5 

大

学

院 

修 士 全 科 生   1 

 10 修 士 選 科 生   9 

修 士 科 目 生  - 

合  計        438 

⑤市町村別 

⑦人気科目ランキング 

徳島県内  416 

兵庫県  12 

その他  １０ 

県外 計  ２２ 

 合計  

  
438 

 （単位：人） 

 授業科目 人数  

1 ビートルズde英文法（’21）  21 R 

2 人体の構造と機能（’２２）  20 TV 

〃 食と健康（’24）  20 TV 

3 初歩からの数学（’１８）  19 TV 

４ 今日のメンタルヘルス（’23）  15 TV 

 授業科目 人数  

1 経済政策（’２２）  ２ R 

〃 臨床心理地域援助特論（’２1）  ２ R 

２ 

海外の教育改革（’２1）数理科学（’２1）コ

ンピューティング（’19）臨床推論（’16）

フィジカルアセスメント特論（’16）臨床薬

理学特論（‘17）他11科目 

 1  

2

48

66

108 105

86

63

0

20

40

60

80

100

120

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70以上
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公開講演会 「まなびの森講演会」                 要申込 

2024（令和6）年度 前期講演内容                             

◎時 間 １３：００～１５：００   ◎場 所 徳島県立図書館 ３階集会室１ 

◎定 員 各30名（開催１ヶ月前から参加申込を受け付けます。定員になり次第締め切ります。） 

◎参加費 無料 

７月２０日（土） 
 音を楽しむーにほんのおとー 

                          四国大学短期大学部 教授 川内 由子 

８月17日（土） 

 宮沢賢治が目指したことと、実現したこと 

       ー『注文の多い料理店』を読み直すー 

          鳴門教育大学大学院学校教育研究科 講師 構 大樹  

９月21日（土） 
 災害時の健康管理 

        徳島大学看護リカレント教育センター長 特任教授 山下 留理子 

※各講演会開催1ヶ月前から参加申し込みを受け付けます。   ☎ ０８８－６０２－０１５１ 放送大学徳島学習センター 

放送大学を広く知ってもらうために公開講座を開催します。詳細をセンターのWebページで参照してお申し込みください。 

「まなびの森」講演会の様子 

4/20 田中 智子先生 

「『源氏物語』への招待」 

5/18 石川 榮作先生 

「ベートーヴェン『第九』 

    世界初演200周年に寄せて」 

6/15 品岡 武人先生 

「林業と自然環境防災について」 

 

日時：202４年９月 7日（土 ） 

                １３：0０～１6：30 

会場： 道の駅 大歩危 

     （妖怪屋敷と石の博物館）２階会議室 

        三好市山城町上名 １５５３－１ 

参加費：無料  

＊天候により内容が変わることがあります。 

＊現地見学にご参加の方は、歩きやすい靴・服装
でお越しください。 

◇講演会                  （１３：００～１４：３０） 

  「大歩危小歩危」その本質的価値と見所                                    

    講 師： 徳島大学名誉教授  石田 啓祐先生  

国指定名勝及び天然記念物「大歩危小歩危」は2018年に誕生しました。三

好ジオパーク構想の代表的な地質資源としても位置づけられ計画されてい

ます。本講演会では、地質関連文化資源としての「大歩危小歩危」の本質

的価値について見どころを紹介します。 

◇放送大学徳島同窓生にる放送大学体験        (１４：４５～１５：１５） 

◇現地見学会  ＊希望者のみ      （１５：３０～１６：３０） 

放送大学公開講座 のお知らせ                   要申込 
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新任のあいさつ 

令和６年４月に着任された客員教授の 平井松午先生、今井芳枝先生よりご挨拶を頂きました。  

客員教授 平井 松午（徳島大学名誉教授）  

 平成31年（2019）３月に徳島大学を定年退職し、す
でに５年が経過、今年度中に71歳になります。まさか、
ここで「新任のあいさつ」をするとは思いませんでした
（笑）。今年３月に退任された塚本章宏先生の後任とな
ります。年齢のこともあって１年間だけの勤務となります
が、皆さんとともに学ぶ機会を持てたことを嬉しく思い
ます。  

 以前は徳島大学総合科学部で、主に歴史地理学や地
域調査を担当してきました。私たちが普段目にする農
地・宅地・道路の形状や、集落・街並み・都市の風景の
中には、古代の官道や条里地割、中世の荘園・市塲や
近世の城下町・街道・新田開発などに由来する様々な
景観要素が含まれます。他方、圃場整備や区画整理に
よって従来の農地や道路の形状が一変し、新しい道路
や鉄道の開通によってそれまでの交通体系や街並みが
変貌してしまうこともよくあります。  

 そうした場合には、昔の絵図や古地図、古写真などを
利用して、現存する（あるいは）失われたかつての景観
を確認したり復原することができます。私が専門として
きた歴史地理学は、絵図や史料などを利用して、そうし
た各時代における景観構成要素や、そこで営まれてい
た生活や社会の一端を明らかにすることにあります。  

 とくに絵図・古地図については近年、各地の所蔵機関
でデジタルアーカイブが公開されていて、村絵図から日
本図・世界地図に至るまで、数多くの貴重な資料をPC
上で閲覧することができるようになってきました。徳島
県関係でも右記のデジタルアーカイブが公開されてい
ます。ゼミの時間には、こうしたサイトも活用したいと
思っています。  

 

◆徳島大学附属図書館「貴重資料高精細デジタルアーカイブ」  

https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/~archive/  

◆徳島大学附属図書館「伊能図学習システム」  

https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/~archive/
inohzu/  

◆徳島県文化の森総合公園  

「とくしまデジタルアーカイブ」  

https://adeac.jp/tokushima-bunkanomori/top/  

 また、こうした絵図・古地図のデジタルデータを、現代
のデジタルマップや空中写真と比較・分析することも可
能となってきました。GIS（地理情報システム）手法を用
いれば、紙地図では計測が難しかった不規則な形状の
田畠や屋敷地の面積を容易に測定することができま
す。さらに、街歩きサイトの中には、経緯度などの空間情
報（位置情報）を介して、古地図の画像データを他の地
理情報やデジタルマップと共有できるケースもありま
す。  

 GIS手法については、20年ほど前に学生や同僚の先
生方に教えてもらいながら、見よう見まねでチャレンジ
してきました。もともとはまったくのアナログ人間でした
ので、まさに「五十の手習い」でしたが、前向きにチャレ
ンジすることで、歴史GIS・古地図GISという新たな分
野の創出に多少とも貢献できたことを実感しています。  

 私の古地図GIS研究はあくまで一例ですが、皆さんも
様々な「学び」に対して積極的にアプローチすることで、
これまでのアプローチとは異なる「解」や成果を生み出
すのではないでしょうか。期待しています。  

客員教授 今井 芳枝（徳島大学教授）  

 徳島大学大学院医歯薬学研究部がん看護分野に所属し
ている今井芳枝と申します。  

 私の研究課題は高齢者のがんと共に生きるというがんサ
バイバーとしての生き方や、遺伝性腫瘍に対する支援、
End-of-Life careに関することになります。具体的には
対象の方々が自分の中でどのように今の状況を受け入れ
て受容しているのか、その価値観や強さに焦点をあててお
ります。また、がん看護専門看護師の養成コースを担当し
ており、がんに対して専門的な看護を展開していくことが
できる看護師教育をしております。  

 ゼミでは皆様のニードを伺いつつ、主にがんとはどういう
病気なのか、がんに罹患した人たちが抱える想いやその強
さを引き出していくためにはどうすればよいのか、がんに
起因することに対してお話やディスカッションをしていきた
いと思います。また、「人生会議」を厚労省が推進しており
ますが、End-of-Life careにおいて現在の医療におけ

る取り組みや、End-of-Lifeにある対象者の心の状態な
ど、End-of-Lifeをより豊かに生ききるためには、どのよ
うな視点が必要であるのかを事例など通して考えていきた
いと思います。その他、医療においてはコミュニケーション
も重要になります。中でもアサーティブコミュニケーション
という考え方で、自分のコミュニケーションのあり方を内省
し、コミュニケーション技法を拡げていく講義もできればと
考えております。  

 身内の方でがんに罹患して介護をされている方、がん看
護専門看護師を目指そうとされている方、人の療養生活を
紐解く視点をあてた思考を学びたい方、終末期における意
思決定について学びたい方、コミュニケーションを深めた
い方など、是非ゼミにご参加ください。皆さまの持たれてい
る体験を含めて、ディスカッションできればと思います。  
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サークル・同窓会から 

同窓会から 

サークルから

 5月11日（土）放送大学徳島学習センターに於いて

2024年度放送大学徳島同窓会通常総会が開かれま

した。当日参加者はZoom参加者を含め14名、ハイブ

リッド総会となりました。 

 今年度も出来るだけ多くの方のご意見を反映出来る

ように議決葉書による決議とし、当日出席の上承認の

方を含め27名の参加となりました。議案は行事報告、

会計報告、会計監査、行事予定すべて承認されまし

た。今年度は役員改選がなく、昨年度の体制で活動い

たします。 

 また、学習センター所長の橋爪正樹先生からもご挨

拶を頂き、センターと同窓会との協働による活性化と今

年度の具体的な活動についてお話がありました。昨年

度は県南日和佐町で公開講座と放送大学の授業体験

を行ったが、今年度は県西部三好市で大歩危・小歩危

についての公開講座を開き、今後は県西部での学生

活動に繋げたいとの内容でした。（詳細はセンターHP

をご参照ください） 

 総会終了後学習センター近くのそば蔵で昼食をとり

休憩、歓談しました。身近な話題に参加者は和まれた

様子でした。 

 午後からは兵庫同窓会主催「かたりば広場」での元

中学校教師 觜本
はしもと

格先生によるご講演「南海トラフ地

震に備えるー阪神淡路大震災と能登半島地震から学

ぶ減災・防災教育の課題」のビデオ録画を視聴しまし

た。加えて能登半島地震の現場の様子が石川同窓会、

富山同窓会各会長様から報告され長い時間ではあり

ましたが有意義かつ身にしみる内容でした。 

 同窓会の会員は現在57名ですが、活動の幅を広げ

るためにも会員数を増やしていくことが課題となってい

ます。再入学生の皆様のご加入をお待ちしております。

また会報の編集やホームページの作成に興味のある

方は一緒に取り組みませんか。こちらもお待ちしており

ます。 

２024年度同窓会総会が開かれました。 

阿阿波波のの古古（（いいににししええ））をを語語るる会会  

 面接授業のない月の土曜日に開催して

います。 

 関心ある方の参加をお待ちしています。 

 

【次回の例会】 

７月２７日（土）１４：００～ 

放送大学徳島学習センター３階講義室 

新しいサークル（学生団体）の結成しようとする場合は、所定の手続きで公認の団体となり、大学の施設を利用

することができます。結成を希望する際には職員にご相談ください。 

◆講演会「99歳の卒業生に刺激されて 

           －戦争と医の倫理－」 

日時：８月１０日（土）  13：00～15：00 

会場：放送大学徳島学習センター講義室 
講師：中條 信義先生（元徳島学習センター所長） 

◆Zoom体験会       15：30～17：00 
 
＊講演会・Zｏｏｍ体験会ともに徳島学習センター所属学生と 
徳島同窓会会員向けです。 

同窓会・学習センター共催 

講演会とＺｏｏｍ体験会のお知らせ 
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12 

6日 
（土）

（日） 
面接授業（鈴木先生） 

14日 （日） 第1学期放送授業終了 

14日

～ 

22日 

（日）

～

（月） 

単位認定試験（学部・大学院） 

視聴学習・図書室閉室 

1５日 （月） 閉所日（海の日） 

20日 （土） 
放送授業開始（司書教諭） 

「まなびの森」講演会 

1日 （日） 第2学期第2回出願受付開始 

7日 （土） 公開講座 （於：三好ジオパーク） 

10日 （火） 第2学期第2回出願締切 

16日 (月) 閉所日（敬老の日） 

21日 （土） 『まなびの森』講演会 

22日 （日） 閉所日（秋分の日） 

29日 （日） 第1学期卒業証書・学位記授与式 

4日 （日） 放送授業終了（司書教諭） 

8日 （木） 卒業研究履修申請（新規、～8/15） 

11日 （日） 閉所日（山の日） 

１３日

～ 

１５日 

（火）

～

（木） 

臨時閉所日 

15日 （木） 

第2学期科目登録申請受付開始（面接授業含む） 

修士全科・博士 出願受付開始（～8/26） 

成績認定・卒業・修了認定（学部・修士） 

16日 （金） 通信指導提出期限（司書教諭） 

中旬 成績通知発送（学部・修士） 

1７日 (土) 『まなびの森』講演会 

26日 （月） 大学院（修士全科・博士）出願締切（本部必着） 

30日 （金） 第2学期科目登録申請締切（郵送） 

31日 （土） 
第2学期科目登録申請締切（Web） 

第2学期第1回出願締切 

１０日 （土） 同窓会共催 講演会とZoom体験会 

センタースケジュール システムWAKABA★センターの臨時閉所、センターの行事の急なお知らせ

は表紙の右上に掲載している二次元コードから学習セン

ターHPにアクセスしてください。

★ゼミの開講についてはセンタースケジュールを確認し

てください。 

【2024年7～9月】

は 閉所日 

は 単位認定試験期間 

               

日日  月月  火火  水水  木木  金金  土土  

1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

2024年年  8月月  

日日  月月  火火  水水  木木  金金  土土  

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 

2024年年  9月月  

日日  月月  火火  水水  木木  金金  土土  

1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31 

2024年年  7月月  
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